
・プリント

・自発的発問や回答

・単元テスト

・プリント

・自発的発問や回答

・単元テスト

・部門別個別原価計算

・個別原価計算 ○ ○ ・プリント

・自発的発問や回答○

・単元テスト

評価方法等

・プリント

・自発的発問や回答

・プリント

・自発的発問や回答

科目の目標

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、原価情報の提供と活用に必要な資質・能力を次のとおりに育成することを目指す。
（１）原価計算、原価計算に関する会計処理及び原価情報の活用について実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。
（２）原価計算、原価計算に関する会計処理及び原価情報を活用する方法の妥当性と課題を見いだし、ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に課題に対応する力を養う。
（３）企業会計に関する法規と基準を適切に適応する力及び原価管理を行う力の向上を目指して自ら学び、適切な原価情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

知 思 主

学習の内容と進め方 ・原価計算に関する内容を教科書やプリントを用いて理解を深め、問題集を用いて知識及び技術を定着する。

学習の留意点 ・学習内容が専門的になるため、メモや解き方を思考する習慣をつける。

知識・技術 製造業の特徴や原価の意味、原価の基本的な理論について、その知識や技術を身に付けている。

思考・判断・表現 製造業において発生する取引と決算手続きを思考し、基本的な知識と技術を活用して適切に判断し、表現する能力を身に付けている。

主体的に学習に取り組む態度 原価計算について関心を持ち、その知識と技術の習得を目指して意欲的に取り組むとともに、適切な原価情報の提供と効果的に活用する態度を身に付けている。

学

期
月

3 商業 原価計算 2

　令和６年度  シラバス （ 　）

学年 教 科 科 目 単位数 原価計算（実教出版）

藤田　薫 必修・選択 副教材名

担当教員 展開 使用教科書

評価
規準

Bの状況に達成していない段階である。

思考・判断・表現

A Bを上回る状況を達成している。

B 各種の原価計算の方法や記帳法、原価情報の活用などについて、基本的な知識と技術を活用して適切に判断し、表現する能力を身に付けている。

C Bの状況に達成していない段階である。

知識・技術

A Bを上回る状況を達成している。

B 製造業の特徴や原価の意味、原価の基本的な理論について、その知識や技術を身に付けている。

C

主体的に学習に取り組む態度

A Bを上回る状況を達成している。

B 原価計算について関心を持ち、その知識と技術の習得を目指して取り組むとともに、適切な原価情報の提供と効果的に活用する態度を身に付けている。

C Bの状況に達成していない段階である。

1 ・工業簿記－製造業における簿記－ ○ ○

1

単 元 具体的な学習内容
評価の観点

・原価計算のあらまし

予
定
時
数

第1編 原価計算の基礎 ・原価と原価計算 ○ ○

○

・経費の計算 ○ ○2

1 ・労務費の計算 ○

2 第2編 原価の費目別計算 ・材料費の計算 ○ ○

2

2

2

2

2

1

小計

2

第3編 原価の部門別計算と製品別計算

2

2

1

一

学

期

4

5

6

1

2

7

2

1

○ ○

二

学

期

2

25

○

2

2 ・決算と本社・工場間の取引

第5編 標準原価計算の基礎 ・原価管理と標準原価計算 ○ ○

・単元テスト

2

2

2 ・総合原価計算による減損・仕損じなどの処理

第4編 製品の完成・販売と決算 ・製品の完成と販売 ○ ○

・総合原価計算

・工程別総合原価計算

○

2

・実際原価の計算2

○

2 ・標準原価の計算

2 ・標準原価計算の特色、手続き、原価標準の設定

2 ・標準原価計算の記帳法

2 ・原価差異の計算と分析

0

2

2

35

2 ・直接原価計算の特色

第6編 直接原価計算の基礎 ・利益計画と直接原価計算 ○ ○2 ・プリント

・自発的発問や回答

0

○

2 ・直接原価計算の手続き

合計

6

0

三

学

期

66

0

0

0

評価の
観点

小計

1

2

3

小計

○ ○

○ ○

○

0

・単元テスト

8

9

10

11

12

・単元テスト

0 ・CVP分析

・直接原価計算による損益計算書


